


①小学校 1年 学級活動 たのしくきゅうしょく 

ポイント 

 紙芝居を見せて、食べるときのマナーがあることに気づかせます。そして○×クイズ

でよいマナーを見分けます。 

 

1 本時の目標 

・食事のマナーについて関心をもち、進んで実践することができる。 

・食事のマナーについて自分自身の食事を見直し、楽しく食事をするためにできること

考え、判断し、実践することができる。 

・食事のマナーの大切さを理解することができる。 

 

2 食に関する指導の目標 

 ・普段の食事のマナーを見直し、相手を思いやる気持ちを持って食事ができる【社】 

 

3 関連する活動 

 ・わがままな行い（道徳） 

 

4 指導計画〔全 1時間〕 

  

5 授業の流れ（45分） 

学習活動 指導内容・指導上の留意点 教材・資料 

1 今日の給食を発表する。 

 

 

 

２ 今日の給食を楽しく食べられる

ようにするためにはどうしたらい

いか考える。 

 

3 本時のめあてをつかむ。 

・今日の給食を発表させる。 

・思い出せなかったらヒントを与え

る。 

 

・今日の給食を楽しく食べられるよう

にするためにどうしたらいいか考

えさせる。 

 

・本時のめあてを確認させる 

 

 

給食の絵 

 

 

 

 

 

 

 

文字カード 

4 マナーの紙芝居を見る。 

 

 

５ 普段の給食の時間にどのように

食べているのか思い出す。 

 

6 「食事のマナー」という言葉を

・「いただきまーす」の紙芝居を読み

聞かせる。 

 

・普段の給食の時間のことを思い出さ

せる。 

 

・「食事のマナー」を守ることで食事

紙芝居 

 

 

 

 

文字カード 

 

たのしくきゅうしょく 





 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マナーカード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１３にち １４にち １５にち １６にち 

    

１９にち ２０にち ２１にち ２２にち 

    

 

ねん  くみ （              ） 

まもること 



②小学校１年 学級活動 食べ物のパワーを知ろう 

ポイント 

食べ物の３つの働きを知り、好き嫌いせず何でも食べることが元気な体を作ることに

なることを３色列車に例えて知らせます。また、給食の目標を立てさせることで、意識

を高く持たせます。 

 

１ 本時の目標 

 ・バランス良く食べることは、健康に良いことに気づく。 

 ・好き嫌いせずに何でも食べようとする意欲や態度を育てる。 

 

２ 食に関する指導の目標 

 ・好き嫌いせず、バランス良く食べることができる。【重】【健】【選】 

 

３ 関連する活動 

 ・給食室たんけん（生活科） 

 ・給食だいす木、なまえクイズの木、やさいだいす木（学級活動） 

 

４ 指導計画〔全２時間（本時２／２）〕 

 第１次 食べ物のパワーを知ろう（１時間） 

 第２次 給食を調べて食べ物を３つの仲間に分けよう（１時間）（本時） 

 

５ 授業の流れ（４５分） 

学習活動 指導上の留意点 教材・資料 

１ 本時のめあてをつ

かむ。 

 

２ 給食の献立に入っ

ている食材を知り、食

べ物の働きについて

考える。 

 

 

 

３ 食べ物の働きを知

り、３色分けをする。 

 

 

 

４ 紙芝居を聞く。 

 

・２枚の写真をみせて、どちらの食事を食

べたら元気になるか、手をあげさせる。 

 

・給食にはどんな食べ物が入っているか考

えさせる。 

・給食は食材数をたくさん使っていること

に気づかせる。 

・いろいろな食べ物を食べるとどんな良い

ことがあるか考えさせる。 

 

・食品の 3色分けを復習し、３つの仲間の

働きを確かめさせる。 

・給食献立に使われている食材を３色分け

させる。 

 

・食べ物の大切さについての紙芝居を読み

聞かせる。 

給食とざるそ

ばの写真 

 

食品カード 

 

 

 

 

 

 

３色列車の絵 

ワークシート 

 

 

 

紙芝居 

 



 
 

５ 今日から給食で頑

張りたいことを書く。 

 

 

・今日から給食で頑張ることを書かせ、意

識を高く持たせる。 

・時間があれば、発表させる。 

ワークシート 

 

 〔板書計画〕 

 
たべものを３つのなかまにわけよう 
                   あ か    きいろ     みどり 

                       ねつや   ちやにくや  からだのちょうしを 
                      ちからになる ほねになる   ととのえる 
 
 
 
 
    ・げんきになる 
    ・えいようがいっぱい 
    ・ちからがつく 
 

きゅうしょくにはいっているたべもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
給食の写真 

 
ざるそばの
写 真  

イラスト 

 

イラスト 

 

イラスト 

 
３色 
列車 

 
食品カー
ド 

 
食品カー
ド 

 
食品カー
ド 

 
食品カード 







③小学校１・２年 学級活動  味見当番をしよう 

ポイント 

  学校給食に使われている食材や調味料に興味・関心をもち、五感を使って味見をす

ることで「おいしい」だけではない、さまざまな表現を体得します。 

 

１ 本時の目標 

 ・その日の料理に含まれている食材や調味料に関心をもって味わう。 

 ・五感を使って味見をした感想をさまざまな表現で発表する。 

 

２ 食に関する指導の目標 

 ・いつも食べている料理に関心をもつ。【文】 

 ・調理過程を知り、おいしく給食を食べられることに感謝する。【感】 

 

３ 関連する活動 

 ・給食室たんけん（生活科１年） 

  

４ 指導計画 

 ・年間を通じて、各学年２人ずつ、計４名で毎日味見当番を輪番制で実施。 

   

５ 活動の流れ（約２０分） 

学習活動 指導上の留意点 教材・資料 

１  当番は手洗いを済ま

せ、札を下げて味見する

料理を家庭科室に運ぶ。 

 

２ 今日の味見の料理を知

り、まずは見た目で味を

想像する。 

 

３ 「いただきます」の挨

拶をして味見をする。 

 

 

 

 

 

４ 当番全員が食べ終わっ

たら、味見の感想をそれ

ぞれが調理員に伝える。 

・手洗いをしっかりさせる。 

・料理を運ぶ際、こぼしたりしないように注

意させる。 

 

・今までに給食や家で食べたことのある料理

かどうか振り返らせ、醤油味のものか等、

想像を膨らませやすいように助言する。 

 

・よく味わって食べることや、口に入れる前

にその食材の名前を聞くなどして味見を

する際の注意点を助言する。 

・食べている途中で疑問に思ったことなどは

調理員に質問させて、感想を言う際に困ら

ないようにさせる。 

 

・できるだけ、それぞれの言葉で表現させる

ようにする。 

・何を言えばいいか困っている様子であれ

味見する料

理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 「ごちそうさま」の挨

拶をして、各教室へ戻る。 

 

 

６ 各教室でいただきます

の前に味見の感想を発表

する。 

ば、担当者がにおい、想像した味との比較、

噛んだ時の歯ごたえや使われている調味

料等のヒントを与え、言いやすいもので表

現させるようにする。 

・低学年のため、表現として言い間違えをし

ている場合は担当者から訂正し、正しい表

現を助言する。 

・マンネリ化してきた場合は、新しい視点を

投げかけ、同じ表現が続かないようにさせ

る。 

 

・時間をとって来てくれた調理員に感謝の気

持ちをこめ、ごちそうさまの挨拶をさせ

る。 

 

・今日の味見の料理名と味見の感想を皆の前

で発表させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

必要に応じ

て献立表 

 

 

  

   



④小学校２年 学級活動 おはしマスターになろう！ 

ポイント 

 正しい箸の持ち方や使い方、さらに食事のマナーについて考えた後、実際に箸を使っ

て体験します。自分の食事の様子を振り返り、食生活改善への動機付けとなります。 

 

１ 本時の目標 

 ・箸の使い方やマナーを理解し、実践する。 

 

２ 食に関する指導の目標 

・正しい箸の持ち方や使い方、さらに食事のマナーを理解し、みんなで楽しく、また気持

ちよく食事ができるように指導する。【社】 

 

３ 関連する活動 

 ・給食を食べる時に、正しい箸の持ち方を実践するとともに、マナーについて考えよう。

（学級活動） 

 

４ 指導計画〔全１時間〕 

・箸の持ち方、食事のマナー 

 

５．授業の流れ（４５分） 

学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点 教材・資料 

１ 本時のめあてをつか

む。 

 

 

 

 

２ お箸のマナーについ

て考える。 

 

 

 

 

 

３ マカロニを使い正し

い持ち方での箸使いを

練習する。 

 

 

 

 

 

・普段食事で気を付けていることを考え発

表させる。（三角食べをする。残さず食

べる等） 

 

 

 

・お箸のマナーについてのクイズを、班で

話し合いながら考えさせる。 

      （舐り箸、寄せ箸、刺し箸） 

・クイズを通して、箸には持ち方だけでな

く、使い方にも決まりがあることや、な

ぜその使い方がだめなのか理解させる。 

 

・箸の持ち方の図を貼り、持ち方を説明す

る。 

・個別に指導をする。 

・マカロニを運びながら、箸を正しい持ち

方をすることによりたくさん運べるこ

とを体験させる。 

（練習３分、本番一人１分） 

 

   

 

 

 

 

 

板書用の絵 

  舐り箸 

  寄せ箸 

  刺し箸 

ワークシート 

 

 

箸・マカロニ・ 

紙皿・ストップ

ウォッチ 

ワークシート 

おはしマスターになろう！！ 



４ 本時のまとめをす

る。 

・板書を見ながら、本時を振り返させる。 

・ワークシートにわかったことや気を付け

たいことを記入させる。 

 

 

●板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食事のとき気を付けていること 

・すききらいしない         
 おはしのマナー     

・三角食べをする          

 絵 

 

                  

 絵 

    

 絵 

 

 

                      

 絵 

     

 絵 

 

                       

おはしマスターになろう！！ 

絵 

正しいはしのもち方 

 

 

箸の持ち方の図 

 







⑤小学校２年 生活科 旬の野菜のよさを知ろう 

ポイント 

野菜クイズをして、野菜に興味・関心をもたせた上で、野菜の働きと旬の野菜のよさ

を知らせ、進んで野菜を食べるように伝えます。  

 

１ 本時の目標 

 ・野菜には、旬があることを知る。 

 ・野菜の働きと旬の野菜のよさを知り、夏野菜をすすんで食べようとする意欲をもつ。 

 

２ 食に関する指導の目標 

 ・旬の野菜のよさを知り、進んで食べようとする態度を養う。【健】【選】 

 

３ 関連する活動 

 ・給食にどんな夏野菜が入っているか探してみよう。（学級活動） 

 

４ 指導計画〔全１時間〕 

  

５ 授業の流れ（４５分） 

学習活動 指導上の留意点 教材・資料 

１ 今日の学習内容を

聞く。 

 

２ 野菜クイズをする。 

 

 

 

 

 

 

 

３ 野菜の働きと、野菜

には旬があること、そ

のよさについて説明

を聞く。 

 

 

 

 

 

 

・野菜の学習をすることを話す。 

 

 

・野菜クイズをして、野菜の名前をワーク 

シートに書かせる。 

①手触りクイズ……（なす） 

②香りあてクイズ…（トマト） 

③写真を見て ……（ピーマン） 

④写真を見て ……（オクラ） 

⑤実物を見て ……（冬瓜） 

 

・野菜の働きと、野菜には旬があること、

そのよさについて説明する。 

＊クイズをした野菜は、夏野菜であるこ

とに気づかせ、冬野菜も提示し、それぞ

れの特徴を話すことで、旬のよさを理解

させる。 

(夏野菜：水分が多く体を冷やす) 

(冬野菜：根や葉を煮て食べることが多 

く、体を温める) 

(旬の野菜：おいしく栄養がいっぱい) 

 

 

 

ワークシート   

実物野菜 

（なす、トマ

ト、冬瓜） 

写真（ピーマ 

ン、オクラ） 

 

 

野菜の働きの図 

夏野菜のカード

(なす、トマ 

ト、ピーマン、  

オクラ 冬瓜) 

冬野菜のカード

(大根、かぶ、  

白菜、ほうれん 

草) 

夏野菜の働き 



 

 

 

 

 

 

４ ７月の給食献立の

夏野菜に○をする。 

 

 

 

５ 今日の学習のまと

めをする。 

 

＊例；トマトは１年中売られているが、

夏にとれたものが一番おいしく栄養が

ある。 

＊旬の野菜を食べることが健康な体づく 

りには大切である。 

 

・７月の給食献立の夏野菜に○をさせ、ほ 

とんどの日に夏野菜が使われていること

に気づかせ、夏を元気に過ごすために、

進んで食べるように話す。 

 

・今日学習してわかったことや思ったこと 

を書かせる。 

（時間があれば発表させる。） 

 

カード 

冬野菜の働き 

カード 

トマトの栄養

くらべ 

 

ワークシート 

配付用献立表 

 

 

 

ワークシート 

 

 

〔板書計画〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

しゅんの やさいの よさを 知ろう!!       野菜のはたらき 

あついときにとれるやさい さむいときにとれるやさい 

 

 

 

 

                              トマトの えいようくらべ 

 

 

 

   

なす トマト 

ピーマ
ン 

オクラ 

冬瓜 

大根 かぶ 

白菜 ほうれ
ん草 

夏野菜の 
はたらき 

冬野菜の 
  はたらき 

 
夏が旬のトマト 

  1.5 倍の 
    ビタミン C 



 しゅんの やさいの よさを 知ろう 

２年  組 名前（          ） 

 

○ やさいクイズをしよう 
  

① さわった やさいは？ （         ） 

 

② このかおりの やさいは？ （         ） 

 

 ③ しゃしんの やさいは？ （         ） 

 

 ④ しゃしんの やさいは？ （         ） 

 

 ⑤ この やさいは？ （         ） 

 

★ やさいは きせつごとに 出まわるものが あるよ。 →  しゅん  

 

○ べんきょうして、分かったことや思ったことを書きましょう 
 

 

                                   

 

 

                                   

 

 

                                   

 

 

                                   

 

 

                                   

 

 

                                   

 

 

                                   



しゅんの なつやさいを あじわおう 

２年  組 なまえ（          ） 

◎なつやさいを つかって おうちのひとと りょうりを しよう！ 
  

○ りょうりの なまえ  

 

 

○ ざいりょう     

 

 

 

 

 

○ つくりかた 

 

 

  

○ りょうりのえ や あじわった かんそうを かこう 

 

 

 

 

 

 

 

  

○ おうちのひとの かんそう 

 

 

 

            





⑥小学校２年 生活科 どうしてあさごはんをたべるの？ 

ポイント 

朝ご飯の大切さについて理解を深めるために、ペア学習を取り入れ、友だちと話し 

合いながら自分の生活を振り返り、実践につなげる。 

 

１ 本時の目標 

 ・朝ご飯のはたらきについて自分の生活を振り返り、友だちの意見を聴きながら理解 

  することができる。 

 ・朝ご飯をすすんで食べようとする意欲をもつ。 

 

２ 食に関する指導の目標 

 ・朝ご飯を食べると、体にエネルギーがたまって元気に活動できることがわかる。 

【重】【健】 

 

３ 指導計画〔全１時間〕 

 

４ 授業の流れ（４５分） 

学習活動 指導上の留意点 教材・資料 

１ どうして朝ご飯が

大切なのか、理由を考

える。 

  

２ 紙芝居を見る。（聴

く） 

 

 

 

３ はやねはやおきあ 

さごはんマンが、コ  

マッタくんに教えて

くれたことを確認す

る。 

  

 

４ エネルギーとはど

ういうものか、ペアで 

 考えて意見を出し合

う。 

  

・自分の生活と関連づけながら考えさせる。 

○おなかがすくから ○元気になるから 

 ○勉強ができるから。 

 

・児童の考えを確認するために紙芝居を見

ることを伝える。 

・内容を理解しやすいように、できるだけ

ゆっくりと読む。 

 

・はやねはやおきあさごはんマンが教えて

くれたことを考えさせる。 

・ポイントとなる場面を思い出すように、

絵を見せながら、考えさせる。 

 ○朝ご飯を食べると昼まで元気に過ご 

すエネルギーが体にたまる。 

 

・エネルギーとは？ 

 →力のもと ・勉強する時に頭を使う 

       ・運動する時に体を動かす 

・エネルギーがどういうものかについて理

解するため、ペアで話し合うことで、具

 

 

 

 

紙芝居「はやね 

はやおきあさ

ごはんマン」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

５ 写真を見比べ、どち 

 らが朝ご飯を食べた

後の体の様子を表し

ているか考える。 

 

 

  

 

６ どうして朝ご飯を

食べるのか、友だちの

意見等も参考にして、

まとめを行う。 

 

７ 学習したことを振

り返り、プリントにま

とめる。 

 

体的にイメージさせる。 

○パワー ○太陽 ○力になる   

○よく動ける ○元気のもと 

 

・写真を黒板に貼って考えさせる。 

・赤い色の面積が広い方が朝ごはんを食べ

た後で、血の流れがよくなり体の中にエ

ネルギーがたまっていることを伝える。 

・体にエネルギーをためることで、勉強し

たり、体を動かしたりと、元気に活動で

きることをおさえる。 

 

・上記以外にも、出た意見でおさえておき

たいものは、再度確認する。 

・特に、朝ご飯を食べることで心が落ち着

くことも伝える。 

 

・朝ごはんを食べるために頑張ってみよう

と思ったこと、おうちの人に伝えたいこ

と等、しっかり書かせる。 

 

 

 

 

 

サーモグラフ

ィ写真（２枚） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークシート 

 

 

 

 

〔板書計画〕 

どうしてあさごはんをたべるの？ 

 

 

 
べんきょうができるから                     ・パワー 
おなかがすくから                        ・力になる                 
げんきがでるから                        ・元気のもと 

    ・                               ・ 
    ・                               ・ 
    ・                               ・ 
    ・                               ・ 
               
 
                                
 
        

どうしてあさごはんを 

たべるのでしょう？ 

あさごはんをたべると、どんなよいこ

とがからだにおきるのでしょう？ 

（紙芝居） 

コマッタくんと 
はやねはやおきあさごはんマン

が会話をする場面 

エネルギーとは 

なんでしょう？ 

あさごはんをたべると 

おひるまでげんきにすごす 

エネルギーがからだにたまる 

（サーモグラフィ） （サーモグラフィ） 





⑦小学校３年 国語科 すがたをかえる大豆 

 

 

１ 本時の授業 

 ・加工方法により、大豆から豆腐やきなこができることを知る。 

 

２ 食に関する指導の目標 

 ・衛生的に給食の準備や後片付けができる。【選】 

 ・自然の恵みを食べることができる。【感】 

 

３ 関連する活動 

 ・地域で育てている野菜を育てみよう。（総合的な学習の時間） 

 ・わたしたちのすんでいるところ（社会科） 

 

４ 指導計画〔全１２時間（本時７／１２）〕 

 第１次 畑を作ろう（２時間） 

 第２次 種・苗を植えよう（１時間） 

 第３次 枝豆を収穫しよう（１時間） 

 第４次 収穫祭をしよう （３時間）（本時） 

 第５次 はやてイモを収穫しよう（１時間） 

 第６次 きんこいもをつくろう（２時間） 

 第７次 育てて分かったこと・育てている人の苦労について考える（１時間） 

 

５ 授業の流れ（４５分×３） 

学習活動 指導上の留意点 教材・資料 

１ 本時のめあてをつ

かむ。 

 

 

 

２ 豆乳を作る。 

 

 

 

 

 

 

 

・「枝豆が手を加えると豆腐にかわる」

ことを知る。 

・衛生的な注意と調理器具の取り扱い

上の注意点・調理の手順を伝える。 

 

・大豆に含まれる大切な栄養だけを取

り出す方法を伝える。（作り方） 

・豆乳を絞った時におからができるこ

とを伝える。 

・豆乳加熱時に、ふきこぼれたり、焦

げたりしないように、しっかり見て

木べらでかき混ぜることを伝える。 

 

 

 

 

 

 

前日からきれいに洗

い、水につけておいた

大豆 

ミキサー・なべ・ 

ボウル・さらし（日本

手ぬぐい） 

厚手のゴム手袋 

木べら・ガスコンロ 

ポイント 

 大豆という材料から、加工方法によりいろいろな料理ができることが分かる。 

 季節や行事にちなんだ料理があることを知る。 





⑧小学校３年 学級活動 かぜにまけない体をつくろう 

ポイント 

風邪をひかない健康な体をつくるために、自分で取り組める風邪予防について考え、

どんなものをどのように食べればよいか話し合います。 

 

１ 本時の目標 

 ・風邪に感染する原因を知り、風邪の予防について関心をもつことができる。 

 ・風邪に感染しない体をつくるためには、食事の栄養バランスが大切だということが理 

解することができる。 

 

２ 食に関する指導の目標 

 ・心身の成長や健康の保持増進の上で、望ましい栄養や食事のとり方を理解することがで 

きる。【健】 

 

３ 関連する活動 

 ・毎日の生活と健康について考えよう。（体育科） 

 

４ 指導計画〔全１時間〕 

  

５ 授業の流れ（４５分） 

学習活動 指導上の留意点 教材・資料 

１ 本時のめあてをつ

かむ。 

 

 

２ 風邪をひいた時の

症状を振り返って発

表する。 

 

３ 風邪をひくわけを

考え、発表する。 

 

 

４ 風邪をひかないよ

うにするには、どのよ

うなことに気を付け

ればよいか考え、発表

する。 

 

 

 

 

 

 

・児童の経験から具体的に風邪の症状を話

させる。 

 

 

・児童の経験からどのような時に風邪をひ

いたか思い出させ、普段気を付けている

ことについても発表させる。 

 

・３の活動で発表した内容から答えが導き

出せるように助言する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かぜにまけない体をつくろう 



 

 

 

 

５ 風邪の原因と予防

の話を聞き、風邪をひ

かないため体づくり

のために必要な栄養

素や食事バランスの

重要性を知る。 

 

 

 

 

 

６ 風邪をひかないよ

うにするために、気を

つけたいことをワー

クシートに書き、発表

する。 

 

 

 

 

 

・ウイルスが体内に入ることで、風邪が発

症することを知らせ、ウイルスが入れな

い（風邪に感染しない）体づくりが大切

だということをおさえる。 

・風邪を予防するためには、たんぱく質、

ビタミン A、ビタミン C、ミネラル、さ

らに体を動かすもとになるエネルギーが

含まれる食品が必要なことをおさえる。

また、それらの食品をバランスよく食べ

ることが重要だと理解させる。 

 

・授業を振り返り、自分にできる予防策を

考えさせる。 

 

 

 

 

栄養素カード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークシート 

 

 

かぜをひかないようにするためには，どんなものをどのように 

食べればいいのでしょう。 


